
鯰現強竜蜃ず瀾よ蓉

元和元年(1615)大坂夏の陣が起きる

と、家康本陣に迫った豊臣方に攻め入

り、獅子奮迅の活躍をしたという。この活

躍を聞いた家康から直々に感賞を受け、

このとき戦場に遅参した秀就及び毛利

(写真提供 :大阪城天守閣)

慶長5年(1600)9月15日、西軍盟主毛利輝

元の名代として、毛利全軍を率いて参戦。秀元は

戦うことなく戦場を離れるも、「戦う前に和を請ず

る」ことを恥とし、輝元に徹底抗戦を説いた。

下関

慶長4年(1599)別家独立し、

長門一国ほか17万7856石を領

有した秀元の居城。

天正7年(1579)毛利元清(元就

4男)の2男として生まれる。
本家の面目をも保った。

天正18年(1590)秀元は宮中において元服。

後陽成天皇から菊・桐紋の使用を許された。

毛利庭園

寛永17年(1640)秀元は品

川御殿で3代将軍家光をはじ

め、幕閣を招いて大茶会を催

す。その功績により、家光から

麻布日ケ窪に屋敷を賜った。

〈写真提供:港区立港郷土資料館〉

毛利秀元関連年表

文禄・慶長の役、秀元は毛利家総

大将として名護屋から朝鮮に渡海。

和暦 出来事 出来事

天正7年  1579年

天正 12年 1584年

天正 14年 1586年

天正 18年 1590年

天正 20年 1592年

文禄元年 1592年

文禄 2年  1593年

文禄 3年  1594年

慶長 2年  1597年

慶長 4年  1599年

度長 5年  1600年

―

毛利元 清 (元 就 4男 )の 2男 として備 中国猿懸城で生まれる。(幼

名は宮松丸 )

毛利輝元の養嗣子となる。

羽柴秀吉の人質 として大坂城 に入る。

宮 中において元服。後陽成 天皇から菊 ・桐紋 の使用許 可を得ると

ともに、秀吉から偏講を受け「秀元」と称する。

輝元 が秀元を嫡嗣 と定め、系図 ・重要書類 を譲る。毛利本 家の後

継者 として認められる。

関門海峡で遭難 しかけた秀吉を救 出する。

病 気の輝 元 に代わ り、毛利家総 大将 として朝鮮 に渡海。(文禄 の

役 )秀 吉から征韓都督を命ぜ られる。

豊 臣秀吉の養女を晏る。

再び、毛利家総大将 として朝鮮 に渡海。(慶長の役 )征韓の督師を

命ぜ られる。

輝元 は実子松寿丸 (のち秀就 )が 出生 (文禄 4年 )していたため、秀

元 の別家独立を認 め、長門一国。父元清遺領合わせて17万 785

6石 を分知する。

関ヶ原 の合戦 に輝元名代 として、毛利全軍を率いて参戦。敗戦後、

豊浦郡―帯3万 6200石 を分知 される。

慶長7年  1602年

慶長 12年 1607年

慶長 18年 1613年

慶長 19年 1614年

元和元年 1615年

元和 9年  1623年

寛永 2年  1625年

寛永 11年 1634年

寛永 17年 1640年

正保元年 1644年

慶安3年  1650年

長府に初入部、雄山城を築く。長府藩創設。

在江戸となり、萩藩初代藩主毛利秀就の後見役を担う。

徳川家康の養女を竪る。

大坂冬の陣に秀就とともに参戦。大和川を堰き止め、大坂城の外

堀を涸らした。

大坂夏の陣に参戦。家康本陣に迫った豊臣方に攻め入り、獅子奮

迅の活躍をする。家康から直々に感賞を受け、戦場に遅参した秀

就及び毛利本家の面目をも保った。

輝元・秀就が防長二州の政治を秀元に託す。

徳川3代将軍家光の御咄衆となる。

萩藩からの長府藩独立を構想。

家光や幕府有力者を招き茶会を催す。(寛永の大茶会)その功績

により、麻布日ヶ窪に屋敷を賜った。(現:六本木ヒルズ付近)

江戸城西ノ丸山里邸で家光に茶を献じる。

嫡男光廣に家督を継がせ、2男元知に1万石を与える(のちの清末

藩)という遺言を託し、江戸日ケ窪邸で亡くなる。

主要な参考文献:「毛利家乗」

「毛利氏と下関」下関市立長府博物館

‐●

毒

下関市立長府博物館
下関市長府川端一丁目2 5 TEL083-245-0555

●開館時間:午前9時30分～午後5時(ご入館は4時30分まで)※月曜及び祝日の翌日休館

● 交通のご案内:」R下 関駅から長府方面行きバス、JR長府駅から下関方面行きバス、JR新下関駅から城下町長府経由下関駅行きバス乗車、城下町長府バス停下車・徒歩12分
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